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選挙権年齢選挙権年齢がが1818歳以上歳以上にに
平成28年6月19日以降に公示される最初の国政選挙から、選挙権年齢が20歳から18歳

に引き下げられます。これは、若者の意見や考えを政治に届けやすくするためです。

若
者
の
意
見
を
政
治
に

　

平
成
27
年
６
月
に
公
職
選

挙
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
成
立
し
、
公
布
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、

平
成
28
年
６
月
19
日
以
降
に

公
示
さ
れ
る
最
初
の
国
政
選

挙
か
ら
、
満
18
歳
以
上
満
20

歳
未
満
の
方
も
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

牛
久
市
で
は
約
１
５
０
０
人

の
方
々
が
新
た
に
有
権
者
と

な
る
見
込
み
で
す
。

　

近
年
、
選
挙
に
お
い
て
若

者
世
代
の
投
票
率
は
、
際

立
っ
て
低
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
に
よ

り
若
者
の
人
口
が
他
の
年
齢

層
に
比
べ
て
少
な
く
な
っ
て

い
る
こ
と
と
合
わ
せ
て
考
え

る
と
、
政
治
に
若
者
世
代
の

声
が
届
き
に
く
い
状
況
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。

　

豊
か
な
暮
ら
し
や
理
想
的

な
社
会
を
望
む
願
い
を「
投

票
」
と
い
う
形
で
意
思
表
示

し
な
け
れ
ば
、
な
か
な
か
政

治
に
は
届
き
ま
せ
ん
。
選
挙

で
投
じ
る
一
票
は
、
政
治
を

動
か
す
力
に
つ
な
が
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
で
若
者
の
役
割

が
重
要
性
を
増
し
て
い
る
現

在
、
我
が
国
の
未
来
を
担
う

若
者
の
意
見
を
政
治
に
反
映

さ
せ
る
た
め
に
、
若
者
の
皆

さ
ん
も
投
票
に
参
加
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

選
挙
運
動
が
で
き
る

年
齢
も「
18
歳
以
上
」に

引
き
下
げ

　

今
回
の
法
改
正
に
よ
り
、

選
挙
運
動
が
で
き
る
年
齢
も

18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ

ま
し
た
が
、
違
反
し
た
場
合

は
罰
則
等
も
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
適
切
な
行
動
を
と
る

よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

満
18
　

歳
未
満
の
方
は
一
切

の
選
挙
運
動
が
で
き
ま
せ
ん

（
も
ち
ろ
ん
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
選
挙
運
動
も
で
き

ま
せ
ん
）。同
級
生
で
あ
っ
て

も
、
選
挙
運
動
が
で
き
る
人

と
で
き
な
い
人
が
い
る
こ
と

に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

満18歳になれば

選挙運動としてできること

年齢を問わず、

やってはいけないこと

〇知人・友人に直接投票や応援を依頼する。

〇電話で投票や応援を依頼する。

〇自分で選挙運動メッセージを掲示板・

ブログなどに書き込む。

〇選挙運動メッセージをSNSなどで広

める（リツイート、シェアなど）。

〇選挙運動の様子を動画サイトなどに投稿。

×電子メールを利用しての選挙運

動（候補者や政党等はできる）。

×ウェブサイトや電子メール等

を印刷して頒布すること。

×選挙運動が可能な期間以外に

選挙運動をすること。

×戸別訪問。　×飲食物の提供。

票や応援を依頼

選挙運動メッセージ

など

動メッセージをSN

ツイート、シェア

子を動画サ

す

能な期

と。

補者や

サイト

頒布

はでき

電子メ

布する

が可能

動をす

問

国
・衆議院議員選挙（4年※解散あり）

・参議院議員選挙（6年※3年ごとに半数改選）

県
・茨城県知事選挙（4年）

・茨城県議会議員選挙（4年）

市
・牛久市長選挙（4年）

・牛久市議会議員選挙（4年）

◆選挙の種類および議員等の任期

◆ 候補者や政党等を選ぶための代表的な

情報収集の方法

インターネット…平成25年のネット選挙運
動解禁を受け、選挙運動期間中もホームペー

ジやブログ、SNS（ツイッターやフェイスブッ

クなど）、動画共有サービスなどを利用した選

挙運動が可能に。

政見放送…候補者や政党等が、テレビやラジ
オを通じて意見や考えを訴える。

選挙公報…投票日の2日前までに、新聞折込
などで届けられる新聞に似た印刷物。候補

者の氏名、意見、考えなどを掲載している。

演説会…候補者が開催するものと、政党等が
開催するものとがある。

街頭演説…駅前などで候補者が有権者に直
接政策を訴えるもの。

公開討論会…立候補予定者が集まり、自分の
政策や公約などの考えを有権者に説明した

り、立候補予定者同士がお互いに討論した

りする場（選挙運動期間外に限られる）。

◆平成26年衆院選の年代別投票率
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※総務省より

問 牛久市選挙管理委員会

　 （総務課内）☎内線1011

牛久市では約1,500人が新たに有権者に

情報ひろば

・30歳以上の成人集団健診

・平成28年度任期付職員採用試験

6月のカレンダー


